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ニュースリリース 

※2014年に林野庁の受託事業で共同制作した４つの情報ツール 

報道関係者各位                                            令和 5年 9月 28日 

株式会社内田洋行 

 

内田洋行と良品計画、国産木材の 
全国的な普及に向けて協業を開始 
～木材の活用を拡げる商品開発と訴求活動を推進～ 

 

株式会社内田洋行（本社：東京都中央区、代表取締役社長：大久保 昇、以下内田洋行）と株式会社良品

計画（本社：東京都豊島区、代表取締役社長：堂前 宣夫、以下良品計画）は、全国の国産木材の活用促進

に向けた材料調達や製品生産の整備とそれらを活用した共同開発製品の取組みに関して、9月 28日に協業

を開始し、新商品の提案販売等を展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■これまでの内田洋行・良品計画による国産木材活用での協業 

内田洋行と良品計画は、2014 年の林野庁の国産木材利活用事業に共同で参画し、宮崎県のスギ産地の

視察やスギ製家具の試作を行い、その成果として首都圏などの都市部に向けて木材の様々な使い方や情報

を集めた冊子制作※など、国産木材の需要開発に向けて調査や活動を進めてきました。 

2016 年に国産木材活用の協業から、両社は「日本の木でできた家具シリーズ」を共同商品化し、それぞれ

の持つ市場へ心地よい空間づくりの浸透に取組んでまいりました。 

今回の協業では、これらの実績で課題となっていた各地域の国産木材活用をさらに広げるために、柔軟に

提供できる製品モデルの開発、ならびに両社共同での訴求活動を展開し、森林資源の循環やサステナビリテ

ィを考慮した空間の提供を進めていきます。 
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ニュースリリース 

オープンな空間を彩りよく仕切るユニットシェルフ 

 

心地よいミーティングシーンを演出するテーブル・ベンチ 

 

※２ 2014年に林野庁の受託事業で共同制作した４つの情報ツール 

3 層パネル 断層 

日本の木でできた家具シリーズ 

（※）良品計画は 10月 2日予約販売開始。 

 

優れた脚部デザインでデスクの下肢空間が大きく自由に拡がったワークデスク 木素材の持つ温かさと細身のスチールをデザインしたワークデスク 

 

■国産木材活用を全国でより普及させるために、木材天板の新プラットフォーム開発 

限定した地域の国産木材活用では、需要増への対応が課題となっていました。全国の地域産材へ活用を

拡げるために、内田洋行は木材の調達や流通、最適な加工を組み合わせ、木材の美観、スチールとのデザイ

ン、耐久性・強度の検証を行いました。今回の共同開発では、より汎用的なパネル天板を開発し、新たに「日

本の木でできた家具シリーズ」に追加していきます。 

直交集成パネルである「3層パネル」は、節や傷、割れが生じた木材を中心層に配置することで、廃棄される

木材資源の有効活用を促します。交互に直交集成されることで強度や形状保持性が高いパネルとなります。 

このパネルと組み合わせるスチールパーツを再設計し、産地が異なる板材でも装着が可能となり、より汎用的

なモデルとして「日本の木でできた家具シリーズ」が生まれ変わりました。内田洋行では新たにワークデスク・テ

ーブル 10種類、ユニットシェルフ 54種類、ベンチ 33種類等を開発し 12月 21日より発売を開始します（※）。 

本製品を軸にして、環境経営を進める民間企業、木質化を進める自治体の庁舎・図書館・学校などの公共

施設へ、より多くのお客様へ国産木材を活用した製品を届けます。 

 

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

  

 

  

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■製品の共同開発について 
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ニュースリリース 

林業の生活や思いを 
まとめた「山がいきる」 

 廃校になった中学校の体育館をリノベーションした

木育施設 高畠町立屋内遊戯場―もっくる― 

 

地域産材を活用し空間を自在に構築するWOOD INFILL 

（ウッドインフィル） 

 

 

内田洋行と良品計画は、製品が生まれるまでの背景や課

題、林業に従事する当事者の方々の想い、地域の暮らしな

ど、山林と地域との繋がりを訴求する普及活動を継続してい

きます。インタビューや写真で構成される販促ツールの共同

利用や、両社のホームページや SNS等において森林への

理解を深めて身近に共感してもらう様々な発信を行います。 

両社の店舗やショールームを活用したイベントや、開発者

の思いを聞くトークショー、顧客向けのワークショップなどを

両社で企画・実施していきます。内田洋行の 11月に開催予

定の新製品発表会「UCHIDA FAIR2024」でも主要拠点

で展示を計画しています。 

■「山がいきる」 https://www.catalog.uchida.co.jp/iportal/cv.do?c=1098210000&pg=1&v=UCD00001&d=UCDD01 

■「木準（新）」  https://www.catalog.uchida.co.jp/iportal/cv.do?c=1098740000&pg=1&v=UCD00001&d=UCDD01 

＜内田洋行オフィス新製品発表会「UCHIDA FAIR 2024」 in 東京＞ 

【会  期】 2023年 11月 14日（火）〜2023年 11月 17日（金） その後札幌、福岡、大阪に巡回予定。 

【開催場所】 株式会社内田洋行 新川本社/第 2オフィス 

 

 

国産木材の普及のために需要者の都市部と生産者を結ぶ活動として、2004 年より宮崎県や北海道、栃木

県をはじめとした全国各地の国産木材活用を開始し、2010 年、林野庁「木づかい運動」にて農林水産大臣よ

り感謝状を受けました。2011 年「東京おもちゃ美術館」の「赤ちゃん木育ひろば」の設計や地域産材を採用し

た空間構築システム 「WOOD INFILL」（2015年）の開発や、2019年「高畠町立屋内遊戯場もっくる」では、

産地での原木調達や製材及び加工を担う木材活用マネジメントを実施しました。 

さらに、2022 年に京都市・三井住友信託銀行株式会社・菊池建設株式会社・ナイス株式会社・京都北山丸

太生産協同組合・京北銘木生産協同組合と、北山杉の利用促進に関する相互連携を締結し、自社のみでは

なく官民連携での取り組みにも力をいれております。こうした活動を中心に、内田洋行では学校や企業などに

対して木製家具の販売を積極的に行うことで、CO2 の固定化量が内田洋行グループの年間排出量（Scope1

及び Scope2）に匹敵する量となっています。今回の協業もこれらを促進させるものと考えており、SDGs や

2050年カーボンニュートラルの実現に貢献していきます。 

【内田洋行の国産木材を活用した開発例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国産木材活用の両社共同での訴求活動 

■内田洋行の国産木材活用への取り組み 

木の特性・取り扱いの情報 
「木準（新）」 
 

https://www.catalog.uchida.co.jp/iportal/cv.do?c=1098210000&pg=1&v=UCD00001&d=UCDD01
https://www.catalog.uchida.co.jp/iportal/cv.do?c=1098740000&pg=1&v=UCD00001&d=UCDD01
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ＪＲ東日本  東京建設プロジェクトマネジメントオフィス様 

鉄道林をオフィスの内装へ生かした木質化 

https://office.uchida.co.jp/case/jreast_toko.html 

 

北海道産のトドマツ材を活用した「組立和室」。 

北海道大学大学院、海野建設との共同研究。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■内田洋行 国産材活用家具 https://office.uchida.co.jp/products/wood/ 

■日本の木でできた家具シリーズ https://office.uchida.co.jp/products/nihonnoki/ 

 

 

【製品に関するお問い合わせ先】 

株式会社内田洋行 オフィス商品企画部 門元英憲・秋田美紀 

TEL．03-3555-4091 FAX．03-5543-9053 

【このリリースのお問い合わせ先】 

株式会社内田洋行 広報部 佐藤将一郎・深澤琴絵 

TEL．03(3555)4072 FAX．03(3555)4620 

https://office.uchida.co.jp/case/jreast_toko.html
https://office.uchida.co.jp/products/wood/
https://office.uchida.co.jp/products/nihonnoki/

